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  The fold structure of the Akiyoshi Belt was analyzed in Kawakami-cho, Okayama Prefecture, where the Lower 
Carboniferous to Middle Permian Ko-yama Limestone Group (Yokoyama et al., 1979), Permian Yoshii Group 
(Sano et al., 1987) and Triassic Nariwa Group (Teraoka, 1959) are distributed. The Nariwa Group unconformably 
covers the Paleozoic successions (Otoh, 1985). The Lower Carboniferous to Middle Permian Ko-yama Limestone 
Group, dated by foraminifers and fusulinids (Yokoyama et al., 1979), is mainly composed of massive limestone 
with basic volcanics, acidic tuff and chert. The Paleozoic successions of the Akiyoshi Belt were folded during the 
Middle to Late Permian (Suzuki et al., 1990). Strata of the Ko-yama Limestone Group generally strike E-W and 
dip to the north. The Hoya section about 300 m thick is composed of limestone, basic tuff, chert and acidic tuff, 
limestone, basic lava and tuff in ascending order. In this section, Ishida et al. (2012) recognized a nearly complete 
conodont faunal succession ranging from the upper Visean to the lower Moscovian. The faunal succession 
indicates younging southward, and the strata are overturned. A folded strucuture of tight overfold with 
north-dipping axial plane was reconstructed. Similar style of small scale overfolds of banded chert and turbidite 
were observed in the overlying Yoshii Group. 
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Ⅰ．はじめに 
本研究の調査地域である岡山県西部高梁市川上町
周辺はOzawa(1925)により大賀衝上断層が唱えられて
以降，衝上断層の典型的な地域として研究されてきた．
しかし，大藤(1985)により本断層の模式露頭が不整合
の露頭であると明らかにされ，鈴木ほか(1990)では古
生層を不整合で覆う三畳系成羽層群の堆積前後で新
旧二度の褶曲作用が生じたことがみいだされた．ここ
ではスレート劈開等の構造要素を利用した褶曲構造 
 
 
解析と，コノドントを用いた生層序(Ishida et al., 2012)
を総合し，本調査地域を構成する古生層の地質構造の 
解析を行った．結果として大規模な地層の逆転を伴う
褶曲構造が明らかとなったことを報告する． 
 
Ⅱ．地質概要 
調査地域は高梁市川上町である(Fig.1)．本地域に
は古生層，三畳系成羽層群，古第三系と考えられる
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山砂利層が分布する．古生層は石灰岩相と非石灰岩相
で構成され，前者は秋吉帯高山石灰岩層群であり，後
者は芳井層群および宇治層である． 
ⅰ．高山石灰岩層群  
高山石灰岩層群は本調査地域の中央部から北部に
かけて分布する．石炭紀からペルム紀中世のもので，
層序と岩相については横山ほか(1979)により記載さ
れ，基底部は石灰岩層に覆われた塩基性火山岩層とさ
れてきた．しかし Ishida et al. (2012)による石灰岩の年
代検討の結果から，調査地域内の最下位層は石炭紀前
期の石灰岩層であることがみいだされている．その上
位には塩基性火山岩層，石灰岩層，酸性凝灰岩層，塩
基性火山岩層の順に重なることが確認されている．本
調査地域中央部に位置する神野は，Ishida et al.(2012)
の試料採取ルートである(Fig.3)．最上部はペルム紀初
期の石灰岩まで至ると考えられる． 
ⅱ．芳井層群 
芳井層群は本調査地域の中央部から南西方向にか
けて広く分布する．放散虫化石によりペルム系である
ことが佐野ほか(1987)によって明らかにされた．神野 
南部で見られる高山石灰岩層群を後述するように不
整合で覆う砂岩層を基底部とし，酸性凝灰岩およびチ
ャートを挟む泥質岩からなる地層と，主に砂泥互層か
らなる地層で構成されている． 
ⅲ．宇治層 
宇治層(吉村, 1961)は神野の北部から南東にかけて
分布する．主に泥質岩からなり，酸性凝灰岩やレンズ
状の石灰岩が狭在している． 
 
Ⅲ．地質構造 
本地域の古生層の泥質岩にはスレート劈開が形成
されている．これは褶曲作用によって形成された軸面
劈開である．しかし本地域中央部から北部にかけて広
く分布する石灰岩にはスレート劈開形成に必要な白
雲母の成分が含まれないため，スレート劈開は発達し
ない．そこで泥質砕屑岩の分布する地域での褶曲構造
解析にはスレート劈開と層理との斜交関係や級化構
造による正逆判定を利用した．また非対称な形態の小
Ishida et al. (2012)より引用 
 
国土地理院 25000分の 1 地形図 「備中市場」「地頭」を使用 
Fig.1 調査位置図 
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褶曲構造も利用した．これらより褶曲構造について，
その形態および方向性についての検討を行った．石灰
岩の分布する地域ではコノドントによる生層序
(Ishida et al., 2012)を用いて，地層の上位方向を判定し，
本地域全域の構造解析を行った．その結果，鈴木ほか
(1990)に記載されているように，本調査地域の古生層
は軸面に平行なスレート劈開を伴う閉じた褶曲と，旧
期褶曲を曲げる開いた形態の褶曲に区分でき，本地域 
 
 
中央部の上大竹から神野にかけては地層が大規模に
逆転することが明らかとなった． 
ⅰ．新旧褶曲の形態 
ａ）旧期褶曲 
翼間角が 50°～90°であり，閉じた過褶曲の形態
をなす．褶曲軸は一般に NW-SE方向で軸面は北に約
50°傾斜する．一部の地域では新期褶曲の作用を受け
て褶曲軸面の傾斜が水平に近くなっている．旧期褶曲 
Ａ 
Ａ’ 
高瀬 
上大竹 
神野 
磐窟谷 
Fig.2 地質図 
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Ishida et al., (2012) 
 
 
 
の最大の特徴は褶曲軸面に平行に発達するスレート
劈開を伴うことである． 
ｂ）新期褶曲 
翼間角が 140°～160°の開いた褶曲の形態をなす．
軸面の走向は，本地域において翼間角が大きく，先存
する褶曲作用の影響のため解析することは困難であ
る．一方，軸面の傾斜は旧期褶曲作用により生じた劈
開面の変化および地層の走向傾斜の変化より，南に
50°～70°傾斜していることがわかる． 
ⅱ．褶曲構造 
ａ）神野ルートの逆転構造 
神野ルートでは高山石灰岩層群の石灰岩層，塩基性
火山岩層，酸性凝灰岩層がほぼ連続的に 1km にわた
って露出している(Fig.3)．本ルートに露出する石灰岩
層から得られるコノドントは Visean 上部から
Moscovian下部を示し，大きな時代の欠如は無く連続
性を持って産出し，本ルート北から南に向かって石灰 
 
岩の年代は若くなっていく(Ishida et al., 2012)．各岩相
の地層境界に破砕帯は見られず，地層境界の走向傾斜
が一様に北傾斜を示すことから，これら連続露頭は逆
転していることがわかる．また本ルートに露出してい
る石灰岩からペルム紀を示すコノドントが産しなか
ったこと，最南部に位置する芳井層群の砂岩層が
Moscovianと考えられる塩基性火山岩層と直接接して
いることから，両者は不整合関係であると考えられる． 
ｂ）上大竹ルートの向斜構造 
上大竹ルートでは芳井層群の砂岩泥岩互層が露出す
る(Fig.4)．本ルート北部から site Aまでは，神野ルー
トから続く逆転構造を支持する級化単層を確認する
ことが出来る(Fig.4)．site B から正常位を示す上方細
粒化を示す砂岩の単層が確認される(Fig．4)．この site 
B ではスレート劈開がみられ，劈開面(N49W 49N)に
対し層理面(N70W 29N)が緩い傾斜で斜交することか
ら，正常位であるということがわかる．以上より， 
酸性凝灰岩 
砂岩 
石灰岩 
塩基性火山岩 
①～⑥ コノドント産出地点 
産出したコノドント示準種およびその年代 
Fig.3 神野ルート 岩相分布図 
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神野ルートの地層を逆転させた向斜軸は site A と site 
Bの間に位置することが分かる(Fig.4)． 
Fig.5 は Fig.2 における A-A' 断面図であり，上大竹
から神野にかけての逆転構造および，古生層の旧期褶
曲とその構造要素が新期褶曲によって曲げられてい 
 
ることを示す． 
 
Ⅳ．まとめ 
本研究は以下のにまとめられる． 
１．本地域の中央部に位置する神野ルートから上大 
site A：上方粗粒化→逆転 
site B：上方細粒化→正常位 
 
site A 
site B 
Fig.4 上大竹ルート 岩相分布図 
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竹ルートにかけて，石炭系およびペルム系は大規模
に逆転している． 
２．本地域の石炭系およびペルム系はともに閉じた
形態の背斜構造と向斜構造をなしている． 
３．高山石灰岩層群と芳井層群は不整合関係で接し 
ている． 
４．古生層は新旧二度の褶曲作用を受けている． 
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